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高水準消毒薬の安全な適正使用について 
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じめに 

在日本では高水準消毒薬としてグルタラール、

タラール、過酢酸が使用されており、これらは

に内視鏡などの非耐熱性セミクリティカル器具

消毒に用いられています。高水準消毒薬は広

抗微生物スペクトルや強い殺微生物力がある

方、人体に対する毒性も強いため、使用の際

部屋の換気を行い保護具を着用するなどの対

が強く求められます。2005年2月には厚生労働

労働基準局からグルタラールの健康障害防止

ついて通知が発出され１）、改めて高水準消毒

の安全な適正使用の重要性が示されました。

下、各高水準消毒薬について述べます。 

．グルタラール（グルタルアルデヒド） 

ルタラールは古くから内視鏡の消毒に使用さ

ている高水準消毒薬・化学的滅菌剤です。日

では実用濃度として2～3.5%の溶液で使用する

剤が市販されており、高水準消毒薬としての

小有効濃度は１～1.5%と米国では勧告されて

ます2）。また内視鏡の消毒について、日本消

器内視鏡技師会安全管理委員会作成の「内

鏡の洗浄・消毒に関するガイドライン（第2版）」

2%溶液で10分間の浸漬消毒を行うとしていま

3）。ただし、気管支内視鏡の場合には20分以

の浸漬が必要と思われます4)。米国のFDA 

25℃45分という厳しい基準で承認しています5)。

剤の初発濃度および使用頻度などにより使用

能期間が異なるため、専用の簡易試験紙で濃 

の測定を行い、各医療機関で定めた最小有効

度以下の場合は薬液を交換します2）。 

ルタラールには皮膚、気道などに強い刺激性

あり喘息の原因ともなりますが6）、同じアルデ

ド製剤であるホルマリンのようながん原性につ

てはラット及びマウスを用いた実験により否定

れています1）7）。グルタラールを使用する医療

事者の健康被害を防止するため、今回の労働

基準局長通知は事業者が講ずべき措置として、

グルタラールを使用して消毒作業が行われる屋

内作業所においては空気中のグルタラール濃度

を測定し、グルタラール濃度が0.05ppmを超える

場合には換気などの有効な措置を講ずるように

と努力規程を定めました１）。これに従い適切に

部屋の換気を行うとともに、マスク、ゴーグル、防

水性ガウンやエプロン、手袋などの保護具を着

用することが望まれます。なお、換気の装置を設

置する際にはグルタラールの蒸気密度が空気よ

り大きいことを考慮して下方に設置します。また

浸漬消毒においては必ず蓋付き容器を用い、 

グルタラールの蒸散を防止するべきです。患者

における健康被害を防止するため、グルタラー

ル適用後の器具・器械は十分にリンスを行う必

要があります。 

 

２．フタラール（オルトフタルアルデヒド） 

 

フタラールは日本において2001年に承認された

高水準消毒薬で、0.55%の製剤が市販されていま

す。5分間の浸漬時間で高水準消毒が可能であ

り、最小有効濃度は0.3%、最長14日間の連続使

用が可能とのことです8)。米国のFDAは20℃12

分で高水準消毒と承認しています5)。短時間で

高水準消毒が可能なためグルタラールに代わる

製剤と期待されており、開封後はそのまま使用

でき、物質適合性が高く揮発性はグルタラール

の20分の1と報告されています8)9)。ただし芽胞

に対する効力は比較的劣ります10)。 

安全性については当初ほとんど臨床報告があ 

りませんでしたが、その後、フタラールで繰り返し

消毒した器具を使用した症例でアナフィラキシー

ショックなどの報告が相次いだため11)、超音波

白内障手術器具および膀胱鏡などの経尿道的

検査又は処置のために使用する医療器具類の

消毒に使用しないことと最近されました12)。した

がって患者における健康被害を防止するため、

その他の用途の場合でも、フタラール適用後の
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器具は十分念入りにリンスを行う必要があると思

われます。一方フタラールを取扱う医療従事者に

おいても蒸気により呼吸器症状や眼症状、皮膚

症状を訴えたという報告があり13)14)、また皮膚

に付着した場合には黒色に変色し２～３日は元

に戻らないと報告されています8)。そのため適切

に部屋の換気を行い、マスク、ゴーグル、防水性

ガウンやエプロン、手袋などの保護具を着用する

必要があることはグルタラールと同様です。 

 

３．過酢酸（エタンペルオキソ酸） 

 

過酢酸は日本において2001年に承認された高

水準消毒薬・化学的滅菌剤で、5分間で高水準

消毒、10分間で化学的滅菌が可能とのことです

15)。米国のＦＤＡは50～56℃12分で滅菌と承認

しています5)。過酢酸は強力な殺微生物力を有

するため、グルタラールに代わる製剤と期待され

ています。芽胞に対してもグルタラールより速効

的であると報告されています16)。日本では6%製

剤が市販されており、これは主剤と添付の緩衝

化剤、水を混合して0.3%の実用液に調製する組

み合わせ製剤で、実用下限濃度は0.2%です。金

属器具やゴム器具は、その材質と浸漬時間によ

って腐食、劣化することがあるため、場合により

適用できないか適用を避ける必要があります17)。

安全性についてはまだあまり臨床報告がありま 

せんが、強い刺激性があるため、取り扱う際に 

は接触や吸入を防ぐ目的で、他の高水準消毒 

薬の場合と同様、マスク、ゴーグル、防水性ガ 

ウンやエプロン、手袋などの保護具を着用し、 

適切に部屋の換気を行う必要があります

1)15)18)。 

 

おわりに 

 

各高水準消毒薬にはそれぞれ長所と短所があ

るため、各医療施設で個々に、その用途、使用

頻度、コストなどを考慮して選択することになりま

す。しかしどの消毒薬を選択した場合でも、換気

の良い部屋で適切な保護具を着用して使用する

ことが必要であることには変わりありません。ま

た医療従事者の安全のみならず、患者の安全を

確保するため、使用後は十分にリンスして残留

毒性が無いようにすることも肝要です。 
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